
「face to faceを科学する」 月刊イベントマーケティング

TAKE FREE www.event-marketing.co.jp
発行所 : 株式会社MICE研究所
〒105-0004 東京都港区新橋 5-12-9 ABCビル 4F-A
TEL03-6721-5303  sofu@event-marketing.co.jp

これなに？からはじまるデザイン

特集   空間デザイン・ディスプレイ2023
February 28, 2023

92

　30 秒で 9 億円の広告料、と話題となった今

年のスーパーボウル。アメリカンフットボール

の頂点を争った両チームはともに機動力のあ

るエースQB が牽引。ランとパスを複雑に組

み合わせた攻めに、「このプレイはデザイン（作

戦通り）かスクランブルか」と実況が解説者

に訪ねていた。

　デザインという言葉が、絵や製品の美し

さ以外に、広義に使われはじめたのはいつ

だろうか。印象的なのは 2007 年のグッドデ

ザイン大賞に充電式プロダクト群「eneloop 

universe products」が選ばれことだ。「使い

捨てない」というコンセプトが評価された。そ

の後もテレビ番組が大賞を獲得するなど、デ

ザインがカバーする領域は広がっている。

　空間という普遍的に感じる言葉も、時空と

いう概念や仮想空間メタバースなど、時代と

ともに変わってきている。

　表紙の写真は日本空間デザイン賞の最高賞

の「KUKAN OF THE YEAR 2022」3 作

品の１つ「おそいおそいおそい詩」（関連記事

6 面）。5 人の詩人が一日に一文字ずつ考える

連歌形式で、空間と時間を連結。全文を見せず、

意味を伝わりづらくすることで、観ている知ら

ない人たちが「これなに？」と会話をしていた。

設計図通りの作品とは違う、大まかな設定と

流れだけが決まっている即興劇のように。

　今号の特集ではリアルイベントの意義、そ

の中で空間デザインとはどうあるべきか、最新

事情と第一人者の知見からまとめた。リアル

が当たり前だった時には気にしなかった課題。

それを解決することもデザインなのだ。

撮影：下司 裕太

レポート

丸の内エリアイベントスペース
合同内覧会

 今年はこうなる!?    
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リアルを仮想空間で再現し
バーチャルのものを現実空間に

　展示会、学会、株主総会、ライブ・コンサート、

プロジェクションマッピングなど、リアルイベ

ントでの映像演出を行ってきたシンユニティグ

ループ。

　コロナ禍によって多くのイベントがオンライ

ンに切り替わった時期に、配信チームを大幅

に増強し需要増に対応した。オンラインイベン

プロジェクションマッピングやイベントの映像演出を手がけるタケナカ、空間演出・イベント企画
のシムディレクトなどで構成されるシンユニティグループ。オンラインイベントやxR技術など最
新テクノロジーを駆使した体験を提供する長崎英樹さんが考える、映像と空間演出の未来図とは。

トが供給過多になり、離脱率を下げ継続視聴

を促すことが求められると、同グループがもつ

映像演出やインタラクティブなしかけなどで、

付加価値の高いオンラインイベントを支援し

てきた。

　また、オンライン表彰式やメタバース、ビジュ

アルアナライザー「Join Visual」や、リアル

タイムに感情・空間を共有する「Emoris」な

ど VR 技術などを用いて、リッチな体験提供

をオンラインで実現してきた。

　セミナーなど 1 対多で一方通行なコミュニ

ケーションと比べ、オンラインには不向きとさ

れる懇親会やワークショップなどの双方向の

対話も、バーチャルで対応できるようになった

のは、多くの人がリモート会議慣れしたことと、

映像演出の進化によるところが大きい。

　オンラインの可能性が拡がった一方で、対

面でのコミュニケーションでの温かみや五感

SCビジネスフェアではリアルの場でバーチャルを表現。空間全体をひとつの作品として演出

リアルとバーチャルが逆転
コンテンツと空間の関係性
シンユニティグループ

空間デザイン・ディスプレイ 2023
空間デザインに求められるものはなにか？ リアルイベントの開催が増え、久々に会う人たちが旧交を温める様子をあちこちで見かける。

しかし、懐かしさがひと段落した後にはどうなるだろう。みんながオンラインの利便性を体験したいま、会場に足を運ぶことのハードルは上がった。
それを乗り越えリアルイベントに参加する意義について、空間の在り方から再考したい。

空間デザインの第一人者に最新事情と今後の動向について聞いた。

 今年はこうなる!?    
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長崎 英樹さん
シンユニティグループ　
㈱シムディレクト
代表取締役

音楽を視覚的に表現し、新しい体験を提供。

「Art ＋ ＋高知城 ひかりの花図鑑」

を使った情報量の多さ、偶然の出会いなどの

価値が見直された。

　感染症のリスクが下がったこともあり、会場

に人が集まれるようになるとリアル開催やハイ

ブリッドイベントが増えてきた。

　長崎英樹さんが手がけるプロジェクトでも、

「Art＋ ＋高知城 ひかりの花図鑑 - 牧野富太

郎と植物を愛した画家たち -」のように、リア

ルとバーチャルを融合して新しい体験を提供

するさまざまな技術が多く活用されるように

なってきた。

　「コロナの時期はリアルにあったものをバー

チャル空間に再現して代替えしましたが、現

在では逆にバーチャルでつくった空間を実際

の会場に再現できる環境が出来上がってきて

います」と長崎英樹さん（ ㈱シムディレクト代

表取締役）は語る。３DCG 映像技術が進化し、

360 度パノラマ VR など、比較的容易に独自

な空間がつくれるようになっている。ヘッド

マウントディスプレイとヘッドフォンでの没入

感の高い体験をリアルな空間で再現するには、

高輝度な映像機器と音響システムが必要にな

る。ここ数年、LED 機器を中心に低価格化と

高品質化が同時並行しており、映像と音に包

まれるイマーシブな環境が整えやすくなって

いることがそれを実現する。

　今年 1 月25日から 27日にパシフィコ横浜

で開催された「SC ビジネスフェア 2023」で

は自社のクリエイティブグループ HAKUによ

るデジタルメディアアート作品を展示。デジタ

ルを用いて、空間全体をひとつの作品として

演出した。　

　コンセプトは、「五線譜だけでは表現しきれ

ない、新しい体感を伴った音楽の視覚的な表

現と飽和的な音像空間の構成」。図形楽譜のよ

うに、「音」に対する感性を視覚的に表しなが

ら、時間の経過や音の色によって一定の空間

に留まらない、不確定性の空間を創出。

　また、映像だけでなくイマーシブオーディ

オを用いて、高い没入感をつくりだした。縦・

横・高さを含めた 360 度全方向から来場者を

包み込むようにスピーカーを配置した立体音

響。ブースの外からは角度をつけ奥行感のあ

る立体映像による錯視、中ではイマーシブサ

ウンドと、それぞれ異なる体験を提供した。

集中して体感するコンテンツと
そこでなにかするための空間

　遊園地のアトラクションやプロジェクション

マッピングのように、映像演出を見せるための

空間づくりと、企業のエントランスやレストラ

ン、ショールームなどの施設系のアプローチは

まったく異なる。

　「IMAX シアターで映画を観ると、迫力は

凄くて楽しいですが、発信される情報量と人

が受け取れる情報量とのバランスが取れてい

ないと疲れてしまいます」（長崎さん）。

　刺激が強かったり、情報量が多いコンテン

ツは、楽しませたり、驚かせたり、感動させる、

映像が主役の空間づくり。映像演出が広く日

常的な空間まで広まってくると、集中して映像

を観る空間だけではなく、落ち着く、癒される、

心地よい空間づくりにも映像コンテンツが入っ

てくる。眼で観て脳で処理できる情報量を超

えるコンテンツには、ストレスを感じてしまう。

そこでは環境映像を体に浴びるような感覚を

体感してもらうことが重要だ。

　長崎さんが映像演出を手がけたエプソンス

クエア丸の内では、エプソンが取り組む社会

課題の事例や共創のもとになる技術を 360 度

映像とインタラクティブな演出で体感できる。

4 月1日にはコンテンツをリニューアルし、世

界各地の絶滅危惧種の動物を紹介する。

　コンテンツを体験するための空間か、空間

の役割を果たすための映像演出かで、その光

景は大きく変わるようだ。
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イベント 会場特集
次の 3 月 31 日号で特集します

4 月 30 日号　映像特集 /SDGs 実行白書 - イベント編
5 月 31 日号　人材・イベント  業界の ~ 働き方　
6 月 30 日号   イベントの DX　
7 月 31 日号　イベントの食を考える
8 月 31 日号　空間ディスプレイの進化
広告出稿の問合せはこちら▷株式会社 MICE 研究所  
                                    info@event-marketing.co.jp　        （担当：田中力）　　

からの大事なお知らせ

会場で会えるアイドル♥ ♥

富永 希さん
㈱昭栄美術　
クリエイティブ部
プランニング課

井上 栄治さん
㈱昭栄美術　
クリエイティブ部
プランニング課

エコプロ 2022 の出展では環境配慮の多様な取組みを可視化

モノとコトの価値提供に応える
SDGs の取組み

　来場者を引き付ける華やかなデザインや、

目立つ造作が主流だった展示会ブース装飾。

コロナ禍を経て、情報提供はオンラインで、リ

アルな会場では体験を通じてメッセージを伝

える、と役割分担されるようになった。KPI

が来場者数だけでなく、商談数や認知・魅力

向上など明確化されたこともあり、空間づく

りに「派手さより内容と質が求められるように

なった」と昭栄美術の井上栄治さんは言う。

　多くの企業がサステナブルな取組みを企業

理念やミッションに掲げるなか、展示会でも

環境配慮が求められている。完成したブース

の外見からみえない、設計・施工のプロセス

も含めてブランディングの手段となっている。

　目に見えるデザイン性と環境配慮を両立さ

せるために、昭栄美術では木工の造作物を再

利用する「ユニプラン」という取組みを行って

いる。展示会で多く使われているアルミやシ

ステムパネルよりデザイン性が高く、廃材を最

小限にする。施工費用を抑えることも導入の

木工技術と新しいテクノロジーを融合させて、高品質で持続可能性のある空間づくりと施工を行う
昭栄美術。そのデザインについての考えをうかがった。

後押しとなっている。「SDGs ウオッシュにな

らないように、『取り組んでいます』というだ

けでなく、今後は CO2 排出量の見える化・脱

炭素化のサポートまで考えていること」が評

価されているポイントだと富永希さんは話す。

どうやってつくったの？
彫刻家も興味津々
　昨年 12 月に開催された、環境関連の展示会

「エコプロ2022」に自社ブースを出展。イベン

ト持続可能性の規格 ISO20121を取得してい

る同社の取組みが注目を集めた。

　「ユニプラン」のほか、リユース可能な布製

サイン「テンションファブリック」、自社廃材

をリサイクルしたパーチクルボードの床、ダン

ボール材の社名板、展示会に特化し物流効率

化と排気 CO2 削減する4T 車などを、現物や

写真を交えて来場者に紹介した。CO2 排出量

の見える化・削減ソリューションの取組みはグ

ラフィック化。自社ブースでの削減量も掲示し

た。環境配慮したブースに掲示するマークに

ついても多くの問合せがあった。

　SDGs だけでなく技術とアート性もアピー

ル。企業ミッションである「人のつながりで、

価値を生む」を表現するため、廃材を組合わ

せた垂木の構成。精密な計算と構造設計を繰

り返して実現した、その複雑な骨組みと美し

さは、多くの人の注目を集め「どうやってつくっ

たの」と聞かれることも多かった。

空間を「モノからコト」それぞれの
役割で、想いが伝わるワクワク感に
　井上さんと富永さんが所属するプランニ

ング課では、企画立案、告知、運営、映像・

Web コンテンツ、フォローアップ施策など、

イベント開催前後も含めて長い期間、顧客に

寄り添う事業を進めている。「『これをつくって』

という要望に応えるだけでなく、エンドユー

ザーがその空間でどうやって動くかを考えて」

企画をしている井上さんは、テクニックよりも

想いが伝わることが身上。絵本や手紙のよう

な企画書をつくりたいという。デジタルコンテ

ンツづくりの経験が豊富な富永さんだが、「空

間づくりが好き、自分がつくった世界観で子ど

もからおじいちゃんおばあちゃんまで笑顔にで

きたら嬉しい」と目を輝かせる。

見えるモノと
見えないコトのデザイン
昭栄美術自社ブース＠エコプロ2022
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コロナ禍のリアル・
ハイブリッド展

　新型コロナウィルスの世界的蔓延において

ディスプレイ業界は大きな打撃を受けました。

当社も国内外のイベントの中止により事業の

見直しを迫られるかたちとなりました。

　それがオンライン事業への強化です。15 年

以上前から実績を積んでいる映像制作に加え、

配信も可能とするスタジオをオープンさせるこ

とで、当社が提案できるプロモーションの幅を

広げることができました。現在は IT 事業も

事業の柱とするべく強化を図っています。オ

ンライン展示会プラットフォームの「Smart 

e-Messe®」、出展者サポートシステムの

「MICE WORLD®」、そして、大規模展示会

場向け安全管理システムの「MICE PASS®」

など、サービスの展開も進んでいます。

　このようにコロナ禍において、リアルだけで

はなくオンラインにも通じることでハイブリッ

トな依頼も増えてまいりました。

　「今年はこうなる空間デザイン・ディスプレ

イ 2023 年 !?」を予想する前に、当社がサポー

トしたオンラインを活用したアイデア事例のご

紹介と、コロナ禍だったからこそ重要性を見

直されたリアルイベントをご紹介した後に、私

なりの「こうなる」を予想したいと思います。

「遠くへ、多くの人へ」
オンラインを活用した総合的なデ
ザイン・企画・運営事務局へ
実例紹介 : 国際医用画像総合展 (ITEM)

　昨年、最新の医療画像機器及び周辺機器を

一堂に公開する総合展示会「2022 国際医用

画像総合展 (ITEM2022)」において、当社は、

一般社団法人 日本画像医療システム工業会様

より、展示事務局・内装 / 外装の会場装飾・

ステージプレゼンテーションの運営や出展者

ブースレポートによるリアル×オンライン・感

染防止対策などの業務を、企画提案コンペで

受託し主催者様の業務をサポートさせていた

だきました。

　当社は新しい企画として、オンライン展示会

でライブ感を味わっていただくために、会期前

日に希望する出展者ブースをレポート形式で

撮影して、その日のうちに編集加工して動画

コンテンツを作成。開催初日の午後には、ハイ

ブリッド開催のオンライン展示会「ITEM2022 

統合 WEB サイト」で公開するコンテンツを

納品いたしました。

　ご参加いただいた意欲的な出展者様からは、

「自社の製品・技術の価値や強み、こだわり

と情熱を、動画で詳しく紹介することができ、

会場でのサテライト配信やオンラインでの参

加者にもアピールできた」と大変喜んでいた

だきました。

　オンライン展示会の多くは、開催したものの、

実態がうまくつかめず成功したかどうかわか

らないという声も聞きます。オンラインをどの

ように有効活用し、いかにリアルとオンライン

が補完しあい、各々の特徴を活かして伝えた

いメッセージを配信するかが重要です。

　ご紹介した企画はオンライン展示会に来場

された人へ、会場とつながっているというリア

ルなライブ感という体験価値を、会期に合わ

せて出展者の高揚感のあるメッセージを配信

するという、オンラインを効果的に活用したコ

ンテンツとなりました。

　今年のリアル展示会は 4 月 14 日から、

WEB は 3 月 10 日から開催され非常に楽し

みです。

　引続きリアルとオンラインでのハイブリッド

開催となっており、「より遠くの人に、多くの

情報を人へ」届けられるよう、今後はさらに

海外の参加者も意識して総合的なデザイン・

企画・運営事務局をサポートしたく思っており

ます。

　このようにオンラインはリアルイベントと大

きく関わることで互いを補完することができま

す。一方で、ものづくり系などは実際に体感

することが重要になってきますので、自然とリ

アルの重要度も増してきます。コロナ禍におい

て実際に「見て・触って・感じる」ことが限

定されてきたからこそ、その反動としてリアル

の重要性をお客様からお聞きします。そこで

次にご紹介するのは、体感することをコンセ

プトにしたリアルイベントの実例です。　

「体感する」リアル展示会
実績紹介 : 住商モンブラン株式会社様主催
プライベート展示会

　2023 年 2 月 2 日 ( 木曜日 )~4 日 ( 土曜

日 ) の 3 日間、東京の大手町三井ホールに

て、住商モンブラン様のプライベート展示会

「2023MONTBLANC EXHIBITION - 白衣

の数だけ物語がある-」が開催されました。白

衣、ユニフォームなどの製品展示、企業コラ

ボやファッションショーが催される企業展示

会で、様々なメディアを通してオンラインプロ

モーションも実施されていました。当社は空間

企画から、デザイン、施工までをサポートさせ

ていただきました。

　空間へのご要望は「ボタニカル」と「アト

ラクション会場に来たような雰囲気」でした。

「アトラクション会場に来たような雰囲気」と

いうワードや、製品がシーンを物語ることから

バーチャルでは体現できないリアルならでは

の考え方が求められました。

　そこで、当社は「体感型カタログ」というコ

ンセプトを作りました。住商モンブラン様のカ

タログから、丹念に作り込まれた世界観があ

ることを感じ、「見る」のではく、カタログを「体

感する」という切り口にし、2 次元から 3 次

元へとより身体的に近いものにすることを意図

しました。具体的にデザインでは、「カタログ

すなわち本の世界に来場者が入り込む」とい

うテーマで巨大な本が林立し、ボタニカルな

要素と融合することで、不思議な世界観を体

験できる空間にすることを目指しました。

　ここで少し、イベント概要と空間をご紹介

します。エントランスは天井高が低く、巨大な

本や本棚のグラフィックが貼られた壁が重な

るように立っているために奥への視界が遮ら

れています。まるでトンネルのような空間を抜

けると高さ 7m の大空間のホワイエが待ち受

けます。大きな窓には空が広がっていますが、

その空をホワイエにも引き込むように天井バ

ナーが吊られています。

　そこでは企業コラボゾーンが広がり、様々

な企画が盛りだくさんでした。

　ホワイエにある大きな本をくぐり、狭く薄暗

い通路を抜けると、そこには天井高 7m の大

空間に大きな本型の展示造作が立ち並んでい

ます。まるで背が縮み、本の世界に足を踏み

入れたような体験ができます。この施設には

大きな空間同士をつなぐ狭い空間があるため、

うまく利用することで、見えない次の空間への

期待感と、ひらけた大空間への感動を演出で

きます。身体的、心理的な強弱をつけること

ができるため、来場者への印象は強く残ると

思われます。

　ホールでは製品展示だけではなく、ファッ

ションショーも催されるためレイアウトも気を

使いました。本型の展示造作の並びが退屈に

ならないようにしつつも、展示会機能、ファッ

ションショーの動線を考慮することが求められ

ました。このように、来場者へリアルイベント

だからこそ、可能とする体験価値をご提供で

きるように心がけました。

五感で感じ、SDGs な
空間デザイン・ディスプレイ
　2 つの事例を通して感じたことは、2023 年

以降は、「五感で感じる」がポイントになると

考えます。コロナ禍において、五感の大切さ

は誰もが感じたと思います。コロナ禍を経験

したからこそ、リアルの大切さを学びました。

そして、それを補うのがオンラインです。コミュ

ニケーションのとり方が多様になり、リアルと

オンラインの境界が曖昧になりつつあると感じ

ます。デザインにおいても「誰に、何を、どん

なプロモーションが必要なのか ?」その問いの

答えが重要であり、それはリアルもオンライン

も関係なくフラットな思考を持ち、多様な答え

が求められます。オンラインをどのように活か

すかがプロモーションに差が生れます。

　加えて重要なのが SDGs です。住商モンブ

ラン様の展示会では、「環境に負荷をかけない

モノづくり」のために、SDGs の取り組みに力

を入れていらっしゃるということもあり、当社

が保有している再利用可能なシステム部材を

中心とした空間づくりを行いました。

　この SDGs 的視点は、リアルの重要性が見

直されたからこそ、今後、更に求められてき

ます。幸運にも、SDGs の取り組みは創業以

来 43 年以上にわたり実施しており、システム

部材の活用以外にも、資材のリユーズシステ

ムである「SRDS2®」、奈良工場に太陽光発

電パネルの設置、旧本社においては屋上緑化

を実施するなど、身近に SDGs を感じており、

各社員にはその感覚は根付いていると思いま

す。2023 年は、コロナ以前とはまた違うカタ

チで、リアルが盛り上がってくれればと思いま

す。

 【寄稿】  国際医用画像総合展と
          住商モンブランの取組み
文 ： サクラインターナショナル　猪之奥 康仁さん

住商モンブラン
1 エントランス風景。奥への視界が遮られワクワク

感を演出。
2 エントランスを抜けると天井高７ｍのホワイエ。

天井には外の空を引き込んでいるかのようなバ
ナーが吊られている。

3 大きな本をくぐることで違う世界へ導かれるよう
な感覚を演出。

4 製品展示エリア。高さ７ｍのホールに大きな本が
立ち並び、来場者を驚かせる。

5 本の中にもリアルなユニフォームが展示されている。

2022 国際医用画像総合展（ITEM2022）
1  出展者ブースのレポート映像　        2  ステージ風景

1

2

3

4

5

1 2
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集い、交わる場（中規模スペース・ベニュー/イベント主催者）を企画・運営す
るひとたちが集まって、ぺちゃくちゃおしゃべりしながら、よりよいベニュー
づくりを考えるコミュニティ

イベントマーケティング

中村拓志さん ( 左 ) と髙橋匡太さん ( 右 ) が写真を挟んでデザインについて語り合った。

　2 月17日から25日まで東京・丸の内で「日

本空間デザイン賞 2022 展 GOOD DESIGN 

Marunouchi」が開催された。同賞は日本空

間デザイン協会（DSA）と日本商環境デザイ

ン協会（JCD）のデザインアワードを 2019 年

に合併し、空間デザインの価値を未来へ繋ぐ

ために実施している。物理的なスペースだけ

ではなく、そこで起こる事象や時の流れも含

む広義の「空間」をデザインする分野と捉え

様々な見解と価値を発掘している。

　GOOD DESIGN Marunouchiの館内には、

「01.エキシビション、プロモーション空間」、「02.

ショーウインドウ＆ビジュアルデザイン空間」、

「03. エンターテインメント＆クリエイティブ・

アート空間」「04. ショップ空間」「05. 食空間」

「06. 大規模商業空間（又は、複合施設空間）」、

「07. サービス・ホスピタリティー空間」「08. 博

物館・文化空間」「09. 公共生活・コミュニケー

ション空間」「10. オフィス空間」、「11. 住空間」

の11 部門の、金・銀・銅賞の作品の写真や図

面、デザインのポイントなどが展示された。

　2月20日には受賞者を交えた懇親会を実施。

最高賞の「KUKAN OF THE YEAR 2022」

に選ばれた 3 作品の受賞者のなかから、「おそ

いおそいおそい詩」の髙橋匡太さん、「上勝ゼ

ロ・ウェイストセンター」の中村拓志さんが、

作品のコンセプトなどを説明した。

　海老名駅間まちづくりプロジェクトの一環と

して、駅周辺の空き地にカラーコーンと照明で

毎日一文字ずつ展示し、一編の詩を刻む「お

そいおそいおそい詩」（今号の表紙）。5 人の

詩人が毎日一文字ずつ考えた 14 文字の詩は、

「詩をつくった時間と同じおそさで届けた」「一

人の意図に沿ってデザインされたものでなく、

別な人がそれぞれ違う考えや個性でつくられ

る。」「全体を一望できず、断片 (1 文字 )しか

見えない。」など、の“街”のできかた、在り方

を表現。意味の分からなさをどう残していくか

が作品のカギだったという。カラーコーンを並

べている最中や、会社からの帰り道に通る人々

がこれを観て、知らない人どうしが「これはな

んなのですかね？」と話している姿が見られた。

　廃棄物をゼロにする理念を掲げた徳島県上

勝町に建てられた環境配慮型複合施設「上勝

ゼロ・ウェイストセンター」。ごみ分別処理場

に教育・研究・発信・宿泊機能を複合し、建

物全体に町内の廃材をアップサイクルし、利

用した計画とすることで、ゼロ・ウェイストを

体現する建築とした。分別・保管・再生・販

売といったリサイクル・リユースのプロセス

が一望できるなど、住民の日常活動と、SDGs

観点での見学とを両立した空間となっている。

中村さんは、このプロジェクトは施設単体で

の取組みではなく、45 項目のゴミ分別や再資

源化率 80% を実現している同町の行政や住民

の長年にわたる活動がベースになったと説明。

質疑応答の時間では、別な自治体でも再現可

能なのかも議論された。

　4 月 27 日から 29 日の 3 日間、東京ビッグ

サイト南展示棟 1~4 ホールとオンラインの

ハイブリッド形式で、「Eight Networking 

EXPO 2023」が初開催される。ビジネスパー

ソン一人ひとりが出会うべき人や企業と出会

い、新たなビジネスやイノベーションを生み出

せるよう、人脈づくりに注力したイベント。主

催は「出会いからイノベーションを生み出す」

をミッションに掲げるSansan ㈱。

　同イベントの構成は、業務を変革する IT

サービスの総合展示会「BIS (ビジネスIT & 

SaaS EXPO) 2023 - 未来をつくる IT 総合展 

-（以下 BIS 2023）」や、各界のトップランナー

の特別講義を提供するビジネスカンファレン

ス「Climbers LIVE 2023」などが含まれる。

　国内の MICE 事業者が集まる日本コンベン

ション協会（JCMA）が 1月26日、観光庁国

際観光部長の星野光明氏に「- ポストコロナに

向けて - 一丸となって取り組む MICE 再起動

のための提言」を提出した。

　提言には、「社会や地域への MICE の意義

の発信のために」として、①現地開催効果の

訴求、②観光との連携、③経済波及効果測定

ツールの改訂、④業界横軸連携の推進、⑤サ

ステナブルMICEの推進とソリューションの共

同開発、⑥ MICE を起点とした、シビックプ

ライドの醸成とシティプロモーションを記載。

「国を挙げた MICE 推進」には、①関係府省

　日本デザインコンサルタント協会（JDCA）

とNPO 法人アーバンデザイン研究体（UDM）

が 2 月24日、東京デザインセンターで、第 1

回フォーラム「木造都市の可能性とまちづくり

デザインの未来」を実施した。行政関係、設

計事務所、建設会社、プロダクトデザイナー

など、多様な登壇者が、木造建築の魅力や苦

労点、環境負荷低減の工夫などを説明した。

　会議形式の参加型カンファレンス、ディス

カッションができる交流イベントなど、参加者

と出展者、参加者同士が交流できるプログラ

ムが組まれている。

　日本維新の会共同代表の吉村洋文氏、デザ

イナー・アーティストの篠原ともえ氏、お笑い

芸人のなかやまきんに君氏など、登壇者の豪

華さでも注目を集めている。

による MICE 開催の促進、② MICE 開催へ

の環境整備、③大学・研究機関等アカデミア

の開催意欲の喚起、④大阪・関西万博の活用、

⑤国際観光旅客税の充当が盛り込まれた。

受賞者が空間デザインの考え方を語る
日本空間デザイン賞2022展 GOOD DESIGN Marunouchi

人脈づくりイベント初開催 
――Eight Networking EXPO 2023

観光庁に MICE 再起動の提言 
――日本コンベンション協会

木造とまちづくりのデザイン 
――JDCA × UDM

Sansan が人や企業の出会いをテーマに開催

左）観光庁星野光明氏　右）JCMA 武内紀子代
表理事

会場のようす



イベントレポート

浜離宮恩賜庭園へは水上バスで移動し水辺のある風景も訴求した

江戸時代から続く「浜離宮」と最先端の「竹芝エリア」

共存する文化の魅力を発信
　『東京ガールズコレクション』

（TGC）を運営するW TOKYOは 2

月 21日、2025 年日本国際博覧会協

会と広報・プロモーション協賛契約

を締結したと発表した。

　『大阪・関西万博』の「大阪・関西

万博 PRブロンズパートナー」となり、

TGC の強みである Z 世代などに向

けて万博をPR する。 

　3 月 4 日の『第 36 回 マイナビ 

東京ガールズコレクション 2023 

SPRING/SUMMER』（TGC 2023 

S/S）を皮切りに、『大阪・関西万博』

が閉幕する 10 月13 日までの期間、

万博機運を盛り上げていく。 

　シドニーを中心にニュー・サウス・

ウェールズ州へのインセンティブな

ど団体旅行の誘致に取り組むビジネ

ス・イベント・シドニー（BE シド

ニー）は、「BESydney アジア助成

金」の申請受付を2 月8日に開始し

た。「BESydney アジア助成金」は、

2023 年度にシドニーでビジネスイベ

ントを開催する団体を対象として財政

支援を行う制度。100 ～ 400 名が参

　『TGC 2023 S/S』では、大阪・関

西万博×TGCのキックオフにふさわ

しい出演者を起用予定。注目のステー

ジとしてブランディングし、メディア

露出とZ 世代への認知拡大を図る。

また、バーチャル TGC 内で万博の

魅力を公開するなど、リアルとオン

ラインを活用し、話題性の最大化を

創出する。 　

加するビジネスイベントに対し、1 名

あたり50 豪ドルのサポートが受けら

れる。対象は、2023 年 4 月から2024

年 3 月までの期間中にシドニーで 3 

泊 4日以上の企業ミーティング、イン

センティブ旅行、コンファレンスを予

定する100 名～ 400 名の団体で 401

名以上のグループも個別相談が可能。

申請期間は 2023 年 4 月6日まで（給

付枠の上限に達した時点で締め切り）。

　博覧会協会の堺井啓公・機運醸成

局長は「万博の魅力を届け、テーマ

や意義に興味を持っていただき、と

もに盛り上げていければと思います。

そして、キックオフとなる 3 月 4 日

の取り組みが、より多くの皆様に本

万博への興味・関心を持っていただ

くための大きな弾みとなることを期

待しております」と期待を込めた。

「TGC 2023 S/S」皮切りに万博 PR
                           ―W TOKYO   
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大手メーカーマーケター 製薬会社
ミーティングプランナー

IT 企業向け
マーケティングサポーター

▶  年間イベント件数：約20件
 デジタルマーケティングと
　オフラインを組み合わせて
　販促とファンづくりに

▶  年間イベント件数：100件超
 業界のファーストムーバーとして
 異業種のトレンドを知り
 講演会に活かしたい

▶  年間イベント件数：約150件
 イベントマーケティングに関わる
 テクノロジーやツールについて
 情報収集したい

毎月30日発行
定期送付申し込み
発行所 : 株式会社 MICE 研究所
〒105-0004 東京都港区新橋 5-12-9
ABC ビル ５F
TEL03-6721-5303
sofu@event-marketing.co.jp
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特 集
イベントマーケティングのトレンドを

国内外の事例や動向から分析し、
マーケター・イベンターの

皆さんと共有します。

国内・海外ニュース
ツールや

テクノロジーの最新情報、
開催直前概況・

事後レポートなどを
紹介します。

コラム
幅広い視野と独自の視点、

経験をもつ
著名人が執筆します。

インタビュー
リアルコミュニケーションを

楽しくをテーマに
話題の方々ほか、イノベーター、

イベントマーケター、
主催者の声を収録。

調査・レポート
効果測定や開催状況の集計、

効果最大化の手法など、
face to faceを科学する
レポートをお届けします。

Pick up
the Words!

　体験型マーケティングに学び、出会
うカンファレンスとして、６回目の開催
ではオフライン開催における “ 出会い ”
に重点を置いた。イベントのジャンル
問わず、イベント主催・企画・運営な
どの実践者・検討者を対象にリアルの
真価、体験型マーケティングの価値の
進化・深化を学び、新たな出会いの場
を創出するカンファレンスとして 2 年
2 ヶ月ぶりに復活。

本誌公式 YouTube チャンネルでは、イベントレジストヒラヤマコウスケさん、イベントマーケティング樋
口陽子がイベント関連のキーパーソンをゲストに招いて「コースケ・よーこのミュートを解除！」を毎週
金曜日 12 時から 30 分間お届け。２月は、３日・17 日は BACKSTAGE 実行委員メンバー（3 日ホットス
ケープ前野伸幸さん、17 日はホスト 2 名）、24 日はザシードキャピタル廣澤太紀さん。

BACKSTAGE2013 の
舞台裏を語る！

２年２ヶ月ぶりに復活開催した「BACKSTAGE2023」を、
実行委員長ヒラヤマコウスケさん、実行委員樋口が振り返っ

た。前回はリアル＋当日ライブ配信も行ったが、今回2月9日は完全リアル開催。
理由として、ヒラヤマさんは「配信の利便性という選択肢を用意しない決断に検
討の余地はあったにせよ、そのハードルを超えても実際に会うことにフォーカスし
たかった。開催後のコミュニケーションに前回以上の顕著な違いを感じた」と個
人的体験も語った。また、ビジネスイベントながら、プロレス的な演出について触
れ、今回はコロナから復帰したプロレスリングアナの田中ケロちゃんの口上と完全
リアル復活を掛けたと舞台裏の想いが伝えられた。BACKSTAGE2023は現
在、アーカイブ配信を実施中。

BACKSTAGE

「アジア助成金」申請受付スタート
―― BE シドニー

© Destination NSW

　2 月22日、東京ポートシティ竹芝

および浜離宮恩賜庭園で「令和 4 年

度ユニークベニューショーケースイ

ベント『浜離宮恩賜庭園』『浜松町・

竹芝・芝浦エリア』」が開催された。

主催は公益財団法人東京観光財団。

　国際会議の開催などによる経済波

及効果や都市のプレゼンス向上等を

目的として、積極的に MICE の誘致

を進めている東京都・東京都観光財

団では、地域性や特別感を演出でき

るユニークベニューの魅力発信に取

り組んでおり、これまでも刀剣博物

館（東京都墨田区）などでショーケー

スイベントを実施してきた。

　今回開催地となった浜松町・竹芝・

芝浦エリアは、2020 年９月に東京都

から「東京ビジネスイベンツ先進エ

リア」に指定されている場所でもあ

る。ショーケースイベントでは、同エ

リアの最先端施設として東京ポート

シティ 竹芝ポートホールからスター

ト。そこから徒歩圏の竹芝地区桟橋

へ移動し、水上バスにて浜離宮恩賜

庭園へとエリアを回遊する複数施設

との連携を体験するプログラム構成

で展開された。

　開場は17時。MICE関係者ら参加

者約 60 名は、東京ポートシティ 竹

芝ポートホールでのトークステージ

で竹芝エリアのビジネスイベントコ

ンテンツ体験について施設情報や今

後の開発計画などをインプット。そ

の後、2 グループに分かれ、竹芝地

区桟橋より浜離宮恩賜庭園へと水上

バスを使い、エリアの夜景を眺めな

がら移動した。浜離宮恩賜庭園では、

庭園内の鑑賞後、御茶屋にていけば

なパフォーマンスを堪能、芝百年会

提供の芝エリア特産品と東京産食材

の試飲・試食が行われた。

　このようすはオンライン参加者向

けに中継され、複数施設だけでなく

オンラインも含めた多空間利用で実

施した。

　JNTOによる推計では、2023 年１

月の訪日外客数は1,497,300 人と150

万人に迫り、2019 年同月比 55.7%

と徐々に回復が見込まれる。今後の

MICE 需要喚起に向けても、屋内外

の多拠点を利用したエリア連携型の

ニーズに、ユニークベニューの利活

用は大きな魅力となりそうだ。

　今回のショーケースでは、江戸時

代から続く「浜離宮」と最先端の文

化が共存する「竹芝エリア」という

地域ならではの特色を近距離移動で

短時間に表現していた。

浜離宮恩賜庭園の様子
やトークステージは、イベン
トマーケティングwebサイ
トにて詳報
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